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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の中心を有する第１の観察光学系と、
　前記第１の観察光学系に向け流体を噴出する第１のノズルと、
　前記第１のノズルからの流体の噴出軌道上の前記第１の観察光学系の配置位置より離間
された位置に配設された第２の中心を有する第２の観察光学系と、
　前記第２の観察光学系に向け流体を噴出する第２のノズルと、
　吸引手段に連通し、開口中心を有する先端開口部と、
　を、体腔内に挿入される挿入部の先端表面に具備し、
　前記第１の観察光学系に向け前記流体を噴出する前記第１のノズルと前記第１の中心と
の距離に対し、前記第２の観察光学系に向け前記流体を噴出する前記第２のノズルと前記
第２の中心との距離が長く、かつ前記第１の中心と前記開口中心との距離に対し、前記第
２の中心と前記開口中心との距離が短くなるように、前記第１及び第２のノズルと前記第
１及び第２の観察光学系と前記先端開口部とを前記先端表面に配設したことを特徴とする
内視鏡。
【請求項２】
　前記先端表面には、前記第１及び第２のノズルの前記流体の噴射範囲外に照明光学系が
設けられることを特徴とする請求項１記載の内視鏡
【請求項３】
　前記第２の観察光学系は、特殊光観察に供することを特徴とする請求項１又は２記載の
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内視鏡。
【請求項４】
　前記特殊光観察は、蛍光観察であることを特徴とする請求項３記載の内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、少なくとも２つの観察光学系を有する内視鏡に関する。
【背景技術】
【０００２】
　周知のように、内視鏡は、医療分野等で広く利用されている。このような内視鏡は、例
えば、体腔内に細長い挿入部を挿入することによって、体腔内の臓器等を観察したり、必
要に応じて処置具挿通チャンネル内に挿入した処置具を用いて各種処置に供されている。
この挿入部には、その先端部に湾曲部が設けられ、操作部の操作により、先端部の湾曲部
が上下、左右方向に湾曲変形されて、先端部の観察窓の観察方向を変更させることが可能
に構成されている。
【０００３】
　そして、この内視鏡の観察光学系の表面は、体腔内に挿入された際に、体液等が付着し
て観察の妨げになる場合があるため、洗滌用の送気送水ノズルが設けられ、この送気送水
ノズルから洗浄液及び空気を順に吹き付けて洗浄することにより、清浄な観察視野を確保
できるように構成されている。
【０００４】
　また、内視鏡には、各種鉗子を挿通したり、体腔内の体液、汚物などを吸引したりする
管路（以下、処置具チャンネルという）と、被検部位である患部に付着する粘膜などを洗
浄するために、患部方向へ洗浄液を吹き付けるための管路（以下、前方送水チャンネルと
いう）が設けられている。これら処置具チャンネル及び前方送水チャンネルの各開口部は
、先端表面に配設されている。
【０００５】
　ところで、このような内視鏡においては、２台のＣＣＤカメラに対してそれぞれ送気・
送水口を同距離の位置に配すると共に、２台のＣＣＤカメラから等距離の位置に一つの鉗
子口を配するように構成して、仕様形態の多様化を図るように構成したものも提案されて
いる（例えば、特許文献１参照。）。
【０００６】
　ところが、上記内視鏡では、２台のＣＣＤカメラに対してそれぞれ送気・送水口を配し
て、この２台のＣＣＤカメラから等距離の位置に一つの鉗子口を配している構成上、内蔵
する部品点数が多くなるために、強く要請されている細径化が困難であるという問題を有
する。
【０００７】
　そこで、複数、例えば二つの撮像ユニットを有し、観察光学系としての複数、例えば二
つの対物光学レンズと送気送水ノズルの開口とが略直線上に並ぶように、挿入部先端に配
置した内視鏡も提案されている（例えば、特許文献２参照。）。
【特許文献１】特開平０６－１５４１５５号公報
【特許文献２】特開２０００－２６２４６３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、上記内視鏡では、並設した二つの対物光学レンズの一方側に対して一つ
の送気送水ノズルを直線上に配して、この一つの送気送水ノズルを用いて二つの対物光学
レンズに対して洗浄液又は空気を吹き付けて洗浄している構成上、送気送水ノズルから遠
くはなれた他方側の対物光学レンズに対する送気力が弱いために、その表面に洗浄液等が
残水してしまうという問題を有する。
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【０００９】
　この発明は、上記の事情に鑑みてなされたもので、構成簡易にして、細径化の要請を満
足したうえで、安定した高精度な光学系の洗浄を実現し得るようにした内視鏡を提供する
ことを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　この発明は、第１の中心を有する第１の観察光学系と、前記第１の観察光学系に向け流
体を噴出する第１のノズルと、前記第１のノズルからの流体の噴出軌道上の前記第１の観
察光学系の配置位置より離間された位置に配設された第２の中心を有する第２の観察光学
系と、前記第２の観察光学系に向け流体を噴出する第２のノズルと、吸引手段に連通し、
開口中心を有する先端開口部と、を、体腔内に挿入される挿入部の先端表面に具備し、前
記第１の観察光学系に向け前記流体を噴出する前記第１のノズルと前記第１の中心との距
離に対し、前記第２の観察光学系に向け前記流体を噴出する前記第２のノズルと前記第２
の中心との距離が長く、かつ前記第１の中心と前記開口中心との距離に対し、前記第２の
中心と前記開口中心との距離が短くなるように、前記第１及び第２のノズルと前記第１及
び第２の観察光学系と前記先端開口部とを前記先端表面に配設して内視鏡を構成した。
【００１１】
　上記構成によれば、第１の観察光学系に比して第２の観察光学系に吹き付けられる送気
力が弱まってしまうため、該第２の観察光学系に残水が生じ易いが、第２の観察光学系に
近い側に先端開口部がある為、吸引力によりその残水が引き寄せされる。従って、第１の
観察光学系に比してノズル手段から遠く離れて配置される第２の観察光学系に生じた残水
が先端開口部に効果的に吸引されて第１の観察光学系と同様に確実な洗浄が可能となる。
【発明の効果】
【００１２】
　以上述べたように、この発明によれば、構成簡易にして、細径化の要請を満足したうえ
で、安定した高精度な光学系の洗浄を実現し得るようにした内視鏡を提供することができ
る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下、この発明の実施の形態について、図面を参照して詳細に説明する。
【００１４】
　図１は、この発明の一実施の形態の適用される内視鏡システム１の構成を示すもので、
例えば通常光観察及び特殊光観察である蛍光観察が可能に構成される内視鏡２を備える。
この内視鏡２には、照明光の供給を受ける光源装置３と、取得した画像情報を信号処理し
て映像信号を生成するための信号処理装置であるプロセッサ４と、このプロセッサ４で生
成した映像信号に基づく通常観察用又は蛍光観察用の各内視鏡画像を表示するためのモニ
タ５と、送気送水の供給を受けるための送気送水装置６とが組み合わせられる。
【００１５】
　上記内視鏡２は、体腔内に挿入し易いように細長な挿入部１１と、この挿入部１１の基
端に連結される操作部１２と、この操作部１２の側部から延出するユニバーサルケーブル
１３とを有している。このユニバーサルケーブル１３の端部に設けられたコネクタ１４は
、光源装置３に着脱自在に接続される。
【００１６】
　また、内視鏡２の挿入部１１は、内視鏡用挿入部としての構成を有し、その先端に形成
される硬質の先端部１５と、この先端部１５の基端に形成される湾曲部１６と、この湾曲
部１６の基端から操作部１２まで形成される可撓性を備えた可撓管部１７と、を有して構
成されている。
【００１７】
　この挿入部１１内には、照明光を伝送するライトガイド２１が挿通されている。このラ
イトガイド２１は、上記操作部１２を介してユニバーサルケーブル１３内に挿通され、そ
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の基端部２２がコネクタ１４から突出する図示しないライトガイドコネクタに接続されて
いる。そして、このライトガイド２１の先端部分は、上記先端部１５内において固定され
ている。
【００１８】
　先端部１５の先端部分には、照明光学系である後述する照明ユニットの一対の照明レン
ズ２５ａ，２５ｂ（図２参照）が配設され、ライトガイド２１から照明レンズ２５ａ，２
５ｂを介して照明光が出射される。また、先端部１５の先端面には、先端カバー２４が設
けられている。このライトガイド２１は、例えば操作部１２内で分岐され、挿入部１１に
おいて２本に分割され、挿通されている。そして、２本に分割された各ライトガイド２１
の先端面は、先端カバー２４に設けられた２つの照明レンズ２５ａ，２５ｂの背面近傍に
それぞれ配置される。
【００１９】
　また、挿入部１１内には、例えば、医療器具としての鉗子等の処置具を挿通可能とする
程度の内周長を有する吸引管路を兼用する管路である、第１の管路として処置具・吸引用
チャンネル（鉗子チャンネルともいう）１９が設けられる。そして、この処置具・吸引用
チャンネル１９の先端は、上記先端カバー２４の先端面に設けられる開口部２６に連通さ
れる。
【００２０】
　処置具・吸引用チャンネル１９は、挿入部１１の基端側において分岐され、一方が操作
部１２に配設される処置具挿入口１９１まで挿通される。そして、処置具・吸引用チャン
ネル１９の他方は、挿入部１１及びユニバーサルケーブル１３内を通ってその基端がコネ
クタ１４を介して、吸引手段である吸引装置７に接続される。この吸引装置７は、例えば
上記操作部１２に配される図示しない吸引ボタンの操作に連動して駆動制御される。
【００２１】
　上記先端部１５の内部には、複数、例えば２つの撮像ユニット３１Ａ，３１Ｂが内装さ
れている（図２参照）。このうち撮像ユニット３１Ａは、通常光撮像ユニットと称され通
常光観察に供される。他方の撮像ユニット３１Ｂは、蛍光撮像ユニットと称され特殊光観
察である蛍光観察に供される。
【００２２】
　ここで、上記特殊光観察としては、蛍光観察に限るものでなく、例えば、暗視観察ある
いは赤外線観察等とすることも可能である。このうち赤外線観察としては、例えば７９０
～９７０ｎｍの赤外線の波長帯域が好ましい。
【００２３】
　撮像ユニット３１Ａ及び撮像ユニット３１Ｂには、信号ケーブル３８ａ，３８ｂの一端
がそれぞれ接続されている。これら信号ケーブル３８ａ，３８ｂの他端は、操作部１２及
びユニバーサルケーブル１３内に挿通しており、コネクタ１４内に設けられるリレー基板
４２において、共通の信号ケーブル４３と切換え可能に接続されている。そして、この共
通の信号ケーブル４３は、コネクタ１４に接続されるスコープケーブル４４内を通ってプ
ロセッサ４に接続される。
【００２４】
　プロセッサ４内には、通常光撮像ユニット３１Ａ及び蛍光撮像ユニット３１Ｂの撮像素
子をそれぞれ駆動するドライブ回路４５ａ，４５ｂと、リレー基板４２を介して上記２つ
の撮像素子からそれぞれ出力される撮像信号に対して信号処理を行う信号処理回路４６と
、信号処理回路４６等の動作状態を制御する制御回路４７とが設けられている。
【００２５】
　また、内視鏡２の操作部１２には、制御スイッチ４８ａ，４８ｂと、送気送水ボタン６
３と、図示しない湾曲操作ノブと、通常光撮像ユニット３１Ａのテレ／ズーム操作を行う
図示しないスイッチ（テレ／ズーム用ボタンともいう）と、上述の処置具挿通口（不図示
）が設けられている。
【００２６】
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　これら制御スイッチ４８ａ，４８ｂは、それぞれ信号線４９ａ，４９ｂを介して上記プ
ロセッサ４の制御回路４７に接続される。このうち例えば制御スイッチ４８ａは、切換を
指示する信号を発生する。他方の制御スイッチ４８ｂは、例えばフリーズ指示の信号を発
生する。
【００２７】
　上記リレー基板４２は、例えば制御スイッチ４８ａの操作に応じて、各撮像素子にそれ
ぞれ接続された信号ケーブル３８ａ，３８ｂのうちの一方を共通の信号ケーブル４３と接
続された状態から信号ケーブル３８ａ，３８ｂの他方が上記信号ケーブル４３と接続され
るように切換動作を行う。
【００２８】
　具体的には、制御スイッチ４８ａが操作されることにより、スコープケーブル４４内に
挿通され、制御回路４７に電気的に接続された切換信号線４９ｃを介して、リレー基板４
２に切換信号が出力される。この切換信号線４９ｃが接続されるリレー基板４２は、制御
回路４７からの信号の入力端が通常において、Ｌ（ＬＯＷ）レベルの状態となっており、
切換制御端子をプルダウンして、通常光撮像ユニット３１Ａの信号ケーブル３８ａが共通
の信号ケーブル４３と接続される。また、起動開始状態で、上記切換制御端子は、Ｌレベ
ルとなるようにしている。つまり、切り換え指示の操作が行われないと、通常光観察状態
に設定されている。
【００２９】
　この状態において、ユーザーが、制御スイッチ４８ａを操作すると、制御回路４７から
の信号が切換信号線４９ｃを介してリレー基板４２の入力端にＨ（ＨＩＧＨ）レベルとな
る制御信号が印加され、切換制御端子をプルアップして、蛍光撮像ユニット３１Ｂの信号
ケーブル３８ｂが共通の信号ケーブル４３と接続される。
【００３０】
　さらに、制御スイッチ４８ａを操作すると、切換制御端子にＬレベルの信号が供給され
て、通常光撮像ユニット３１Ａの信号ケーブル３８ａが共通の信号ケーブル４３と接続さ
れる。
【００３１】
　また、制御スイッチ４８ａの操作に伴い、制御回路４７は、光源装置３内の制御回路５
８にも、スコープケーブル４４内の制御信号線４９ｄを介して制御信号を出力する。する
と、制御回路５８は、その制御信号に応動して通常観察光又は蛍光観察用の励起光を発生
する状態に制御する。同時に、制御回路４７は、信号処理回路４６の動作状態を通常光撮
像ユニット３１Ａ及び蛍光撮像ユニット３１Ｂの各撮像素子に対応して動作を行うように
制御する。
【００３２】
　上記光源装置３は、励起光の波長を含む白色光を発生するランプ５１と、このランプ５
１の光を平行な光束にするコリメータレンズ５２と、このコリメータレンズ５２の光路中
に配置され、例えば可視光波長帯域（３８０ｎｍ～７８０ｎｍ）におけるＲ（ＲＥＤ），
Ｇ（ＧＲＥＥＮ），Ｂ（ＢＬＵＥ）の波長帯域の光をそれぞれ通すＲＧＢフィルタを周方
向に設けた回転フィルタ５３と、この回転フィルタ５３の透過光を集光してライトガイド
２１の基端部２２に出射する集光レンズ５４とを備える。
【００３３】
　このうちＲＧＢフィルタが設けられた回転フィルタ５３には、周方向の外側に、可視光
の波長帯域より短波長の波長帯域の励起光を通す励起光用フィルタが設けられている。そ
して、この回転フィルタ５３は、モータ５５により回転駆動される。このモータ５５は、
ラック５６に取り付けられ、このラック５６に噛合するギヤ付きモータ５７により、矢印
で示すように照明光軸と直交する方向に移動される。
【００３４】
　このギヤ付きモータ５７は、上記制御回路５８により制御される。この制御回路５８は
、制御信号線４９ｄを介してプロセッサ４の制御回路４７と接続され、制御スイッチ４８
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ａの操作により、対応する制御動作を行う。
【００３５】
　また、先端部１５には、上記先端カバー２４に配置された通常光撮像ユニット３１Ａ及
び蛍光撮像ユニット３１Ｂの各対物レンズ（後に、観察レンズということもある）の外表
面に、その噴出口が向くようにしてノズル手段である送気送水ノズル６０が、通常光撮像
ユニット３１Ａ及び蛍光撮像ユニット３１Ｂの各対物レンズに対して略直線上に配置され
ている。
【００３６】
　この送気送水ノズル６０は、例えば後述するように、その先端側が合流して１つになっ
ている送気送水管路６１に接続され、送気送水管路６１の基端側が送気管路６１ａと送水
管路６１ｂに分岐している。この送気送水ノズル６０に連通する送気管路６１ａ及び送水
管路６１ｂは、ユニバーサルケーブル１３のコネクタ１４まで挿通されており、空気等の
気体又は洗浄液等の液体を含む流体を送り込む図示しないポンプを内蔵した送気送水装置
６に接続される。
【００３７】
　また、送気管路６１ａ及び送水管路６１ｂは、その中途となる操作部１２において、上
述した送気送水ボタン６３が介装されており、この送気送水ボタン６３が操作されること
により、流体の送気及び送水が行われる。これにより、送気送水ノズル６０は、流体を噴
出方向に配置された通常光撮像ユニット３１Ａ及び蛍光撮像ユニット３１Ｂの各対物レン
ズの外表面に吹き付けて、体液、付着物等を除去及び洗浄して、清浄な状態での撮像及び
観察視野を確保する。
【００３８】
　上記挿入部１１の先端部１５に配設される先端カバー２４には、図２に示すように上記
通常光撮像ユニット３１Ａの第１の観察光学系を構成する、観察レンズ３１ａと、蛍光撮
像ユニット３１Ｂの第２の観察光学系を構成する、観察レンズ３１ｂと、２つの照明レン
ズ２５ａ，２５ｂと、処置具・吸引用チャンネル１９の開口部２６とが後述するように略
直線上に配設されている。また、上記先端カバー２４には、送気送水ノズル６０が、観察
レンズ３１ａに並べて、その噴出口６０ａを観察レンズ３１ａ，３１ｂに向けられて配置
されている。
【００３９】
　上記先端カバー２４は、例えば先端部１５を先端から見たときに一方方向に扁平した略
円形状に形成され（図２参照）、その扁平方向に上記送気送水ノズル６０、観察レンズ３
１ａ、観察レンズ３１ｂが順に所定の間隔を有して略直線上に配置される。そして、これ
ら観察レンズ３１ａ，３１ｂ、送気送水ノズル６０の配列方向に対して交差する軸上であ
って、観察レンズ３１ａを挟んで照明レンズ２５ａ，２５ｂが配置される。これら照明レ
ンズ２５ａ，２５ｂは、例えば図３に示すように送気送水ノズル６０の送気送水領域Ａ以
外に配置することが好ましい。
【００４０】
　上記開口部２６は、上記観察レンズ３１ａ，３１ｂの各中心をＯ1、Ｏ2とすると、その
開口中心Ｏ3が、観察レンズ３１ａ,３１ｂと中間位置であって、観察レンズ３１ａの中心
Ｏ1までの間隔（距離）Ｌ1が、観察レンズ３１ｂの中心Ｏ1までの間隔（距離）Ｌ2より長
い、Ｌ1＞Ｌ2となる先端カバー２４の前面に配置される。これにより、送気送水ノズル６
０から噴出されて観察レンズ３１ａ，３１ｂに吹き付けられた流体は、上記吸引装置７が
上記操作部１２の吸引ボタンの操作に連動して駆動されると、送気送水ノズル６０の噴出
口６０ａに近い観察レンズ３１ａ側より遠く離れた観察レンズ３１ｂ側が開口部２６に強
く吸引される。この結果、観察レンズ３１ａ，３１ｂは、送気送水ノズル６０からの流体
の噴射力と、吸引装置７からの吸引力により、双方の残水が同様に取り除くことが可能と
なる。
【００４１】
　次に、上記内視鏡２の挿入部１１の先端部分の内部構成について図４及び図５を参照し
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て説明する。
【００４２】
　即ち、図４は、図２のｘ―ｘ断面を示し、図５は、図１の送気送水管路の分岐部分を断
面して示すもので、上記挿入部１１の先端部１５の基端には、上記周知の湾曲部１６が設
けられる。この湾曲部１６は、例えば内周面に４つのワイヤガイドの設けられた図示しな
い円環状の複数の湾曲駒が回動自在に連設されている。この複数の湾曲駒は、その４つの
ワイヤガイドが、挿入軸周りにそれぞれが略９０°ずらされた状態で連設されて形成され
、その外周を覆うように細線のワイヤなどを筒状に編み込んだ図示しない湾曲ブレードが
被せられて、その上に水密を保つように外皮１０が被せられて上記湾曲部１６が形成され
る。この外皮１０は、上記湾曲部１６と共に、上記先端部１５及び可撓管部１７の先端側
端部に亘って被着されて、その両端外周部分が先端部１５及び可撓管部１７において、糸
巻き接着部１０ａにより固着される。
【００４３】
　上記湾曲部１６の上記湾曲駒のワイヤガイドには、それぞれ図示しない湾曲操作ワイヤ
が挿着され、この各湾曲操作ワイヤが上記挿入部１１内に挿通される。これら４本の湾曲
操作ワイヤは、先端部分が先端部１５内に設けられた図示しない固定環によりそれぞれ、
挿入軸周りに略９０°にずらされて湾曲部１６の挿入軸が略直線となっている状態におい
て保持固定され、その基端部分が、上記操作部１２（図１参照）内に設けられ、図示しな
い湾曲操作ノブに連結されている湾曲操作機構に交互に牽引又は弛緩可能に連結されてい
る。
【００４４】
　これにより、湾曲部１６は、上記４本の湾曲操作ワイヤが上記湾曲操作ノブの操作によ
ってそれぞれ、牽引・弛緩されることによって、その上記湾曲駒が４方向へ湾曲操作され
る。これら４方向とは、例えば後述するように、各撮像ユニット３１Ａ，３１Ｂにより撮
影されたモニタ５に表示される内視鏡画像の上下左右の４方向に対応される。
【００４５】
　また、上記先端部１５内には、硬質な金属からなり、複数、例えば６つの孔部が形成さ
れた円柱部材１５ａと、この円柱部材１５ａの基端側外周部を外嵌する円環状の補強環１
５ｂが配設されている（図４参照）。先端部１５には、補強環１５ｂが設けられ、この補
強環１５ｂの基端部には、上記湾曲部１６の最先端の湾曲駒が連結される。
【００４６】
　上記先端部１５内の円柱部材１５ａに形成された６つの孔部のうち、１つの孔部が処置
具・吸引用チャンネル１９の先端部分を形成し、残りの５つの孔部には、上述した通常光
撮像ユニット３１Ａ、蛍光撮像ユニット３１Ｂ及び送気送水ノズル６０と、後述する２つ
の照明レンズユニット２３，２３がそれぞれ配置される（図２及び図３参照）。
【００４７】
　上記円柱部材１５ａの６つの孔部のうち、１つの孔部は、例えば、ビス、接着剤などの
第１の観察光学系固定手段によって固定される観察レンズ３１ａを含む通常光観察ユニッ
ト３１Ａが配置される第１の観察光学系配置手段を構成し、他の１つの孔部は、例えば、
ビス、接着剤などの第２の観察光学系固定手段によって固定される第２の観察光学系を構
成する観察レンズ３１ｂを含む蛍光観察ユニット３１Ｂが配置される第２の観察光学系配
置手段を構成している。そして、第１及び第２の照明光学系である各照明レンズ２５をそ
れぞれ備えた２つの照明レンズユニットが例えば、ビス、接着剤などの第１及び第２の照
明光学系固定手段によりそれぞれ固定配置される他の２つの孔部は、一方が第１の照明光
学配置手段であって、他方が第２の照明光学配置手段を構成している。
【００４８】
　また、上記６つの孔部のうち、送気送水手段が配置される孔部は、例えば、ビス、接着
剤などの第１の送気送水固定手段によって送気送水ノズル６０を固定配置する送気送水配
置手段を構成している（図２及び図３参照）。さらに、上記６つの孔部のうち、第１の内
視鏡管路である処置具・吸引用チャンネル１９が配置される孔部は、第１の内視鏡管路配
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置手段を構成している。この処置具・吸引用チャンネル１９は、例えば、ビス、接着剤な
どの第１の内視鏡管路固定手段により、上記円柱部材１５ａの６つの孔部のうちの１つの
孔部に固定配置される。
【００４９】
　この処置具・吸引用チャンネル１９は、上述したように上記吸引装置７に接続されて該
吸引装置７の吸引力により、上記送気送水ノズル６０から観察レンズ３１ａ，３１ｂに向
けて噴射された流体の残水を、先端カバー２４の開口部２６を通して吸引する。また、送
気送水ノズル６０は、略Ｌ字形状に曲げられた管状部材であって、先端側の噴出口６０ａ
が各観察レンズ３１ａ，３１ｂの外表面側に向くように、基端部分が先端部１５の円柱部
材１５ａの孔部に挿嵌されている。
【００５０】
　そして、この送気送水ノズル６０に対応した円柱部材１５ａの孔部の基端側には、管部
材６２の先端部分が挿嵌され、この管部材６２の基端部分には、送気送水管路６１が接続
されている。これら管部材６２と送気送水管路６１とは、糸巻きにより接続固定されてい
る。
【００５１】
　この送気送水管路６１は、例えば図５に示すように、その基端部分が分岐管５０に接続
されており、分岐管５０の分岐端部が送気管路６１ａ及び送水管路６１ｂの先端部分にそ
れぞれ接続されている。これにより、送気送水管路６１は、送気管路６１ａ及び送水管路
６１ｂと連通する。そして、これら管路６１，６１ａ，６１ｂと分岐管５０とは、糸巻き
により接続固定されて、それぞれの接続部分及び分岐管５０全体の周囲に例えば接着剤な
どが塗布され、各接続部分が気密（水密）保持されている。
【００５２】
　また、上記先端部１５の円柱部材１５ａに形成される６つの孔部のうち、２つには、先
端側から照明レンズ２５ａ（２５ｂ）を含む二つの照明レンズユニット２３（２３）がそ
れぞれ挿嵌され、その基端部分に上記ライトガイド２１の先端部分がそれぞれ挿嵌されて
いる。このライトガイド２１は、先端部分に円筒部材２１ａが被せられ、複数のファイバ
繊維を束ねている外皮２９により被覆されている。そして、円筒部材２１ａの基端部分は
、先端部分が糸巻き固定されているチューブ２８に接続固定され、外皮２９に被覆された
ライトガイド２１がチューブ２８内に挿通されている。
【００５３】
　上記通常光撮像ユニット３１Ａは、レンズユニット３２と、ＣＣＤ（Ｃｈａｒｇｅ　Ｃ
ｏｕｐｌｅｄ　Ｄｅｖｉｃｅ）、ＣＭＯＳ（Ｃｏｍｐｌｅｍｅｎｔａｒｙ　Ｍｅｔａｌ－
Ｏｘｉｄｅ　Ｓｅｍｉｃｏｎｄｕｃｔｏｒ）などの撮像素子３３と、回路基板３４とを有
している。このうちレンズユニット３２は、第１～第４レンズ群３２Ａ～３２Ｄと、第１
～第４レンズ枠３２ａ～３２ｄとを有して構成されている。ここで、上記観察レンズ３１
ａを含む４つの対物レンズからなる第１レンズ群３２Ａは、第１レンズ枠３２ａに保持さ
れており、１つの対物レンズからなる第２レンズ３２Ｂは、第２レンズ枠３２ｂに保持さ
れ、２つの対物レンズからなる第３レンズ群３２Ｃが第３レンズ枠３２ｃに保持され、３
つの対物レンズからなる第４レンズ群３２Ｄは、第４レンズ枠３２ｄに保持されている。
【００５４】
　また、上記第２レンズ３２Ｂを保持する第２レンズ枠３２ｂは、ズーミングのため撮影
光軸方向に対して進退可能な移動枠構造を有する。そして、この第２レンズ枠３２ｂは、
操作部１２に設けられる図示しないズーミング用の操作ボタンがユーザーにより操作され
ると、上記通常光撮像ユニット３１Ａに設けられる図示しない例えばモータなどの駆動手
段により、撮影光軸方向に進退移動される。この第２レンズ枠３２ｂを撮影光軸方向に対
する進退移動を行う駆動手段は、上記プロセッサ４からの駆動／停止信号が図示しない信
号線を介して供給される。
【００５５】
　上記撮像素子３３は、第４レンズ枠３２ｄの最基端にある対物レンズの基端側に並設さ
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れるカバーレンズ３３ａが受光面側に設けられ（図４参照）、回路基板３４に光学像に対
応する電気信号を出力する。この回路基板３４は、電気部品及び配線パターンを有し、撮
像素子３３からの光学像を電気的な画像信号に光電変換を行い、その画像信号を信号ケー
ブル３８ａに出力する。　
　なお、この回路基板３４は、信号ケーブル３８ａの複数の信号線が半田付け等の手段に
よって接続されている。
【００５６】
　ここで、上記カバーレンズ３３ａ、撮像素子３３、回路基板３４及び信号ケーブル３８
ａの先端部分は、それぞれの外周部が一体的に絶縁封止樹脂などにより覆われ、補強用円
環部３５ａ及び絶縁チューブ３５ｂにより被覆されている。そして、信号ケーブル３８ａ
は、通常光撮像ユニット３１Ａの撮像素子３３及び回路基板３４にて取得した画像信号を
図１に示したコネクタ１４のリレー基板４２及び信号ケーブル４３を介して、プロセッサ
４の信号処理回路４６に伝送する。
【００５７】
　また、上記蛍光撮像ユニット３１Ｂは、上述した通常光撮像ユニット３１Ａと同様に、
レンズユニット３６と、ＣＣＤ、ＣＭＯＳなどの撮像素子３８と、回路基板３９とを有し
ている。
【００５８】
　上記レンズユニット３６は、第１及び第２レンズ群３６Ａ，３６Ｂと、第１及び第２レ
ンズ枠３６ａ，３６ｂとを有して構成されている。第１レンズ郡３６Ａは、例えば観察レ
ンズ３１ｂを含む７つの対物レンズで構成され、第１レンズ枠３６ａに保持される。そし
て、第２レンズ群３６Ｂは、第２レンズ枠３６ｂに保持されている。
【００５９】
　また、撮像素子３８は、第２レンズ枠３６ｂの最基端にある対物レンズの基端側に並設
されるカバーレンズ４０が受光面側に設けられ、回路基板３９に光学像の電気信号を出力
する。この回路基板３９は、通常光撮像ユニット３１Ａの回路基板３４と同様に電気部品
及び配線パターンを有し、信号ケーブル３８ｂの複数の信号線が半田付け等の手段によっ
て接続されており、撮像素子３８からの光学像を電気的な画像信号に光電変換を行い、そ
の画像信号を信号ケーブル３８ｂに出力する。信号ケーブル３８ｂは、蛍光撮像ユニット
３１Ｂの撮像素子３８及び回路基板３９にて取得した画像信号を図１に示したコネクタ１
４のリレー基板４２及び信号ケーブル４３を介して、プロセッサ４の信号処理回路４６に
伝送する。
【００６０】
　上記カバーレンズ４０、撮像素子３８、回路基板３９及び信号ケーブル３８ｂの先端部
分は、それぞれの外周部が一体的に絶縁封止樹脂などにより覆われ、補強用円環部３７ａ
及び絶縁チューブ３７ｂにより被覆されている。
【００６１】
　そして、上記通常光撮像ユニット３１Ａ及び蛍光撮像ユニット３１Ｂは、先端部１５の
円柱部材１５ａに設けられた所定の孔部にそれぞれ挿嵌されて、ねじなどの固定部材と共
に接着剤などにより強固に固定されている。
【００６２】
　上記通常光撮像ユニット３１Ａが先端に有している観察レンズ３１ａは、そのレンズ径
（外径である直径）が蛍光撮像ユニット３１Ｂの先端に配置されている観察レンズ３１ｂ
のレンズ径よりも大きい径を有している。そして、これら通常及び蛍光撮像ユニット３１
Ａ，３１Ｂは、２つの撮像素子３３，３８のそれぞれの受光面が挿入部１１の挿入軸に対
して直交し、２つの撮像素子３３，３８の水平転送方向及び垂直転送方向がそれぞれ一致
するように先端部１５内での設置方向が決められている。
【００６３】
　また、通常光及び蛍光撮像ユニット３１Ａ，３１Ｂによって撮影された被写体像は、モ
ニタ５（図１参照）に表示されるが、このモニタ５の上下方向が各撮像素子３３，３８の
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ＣＣＤ素子又はＣＭＯＳ素子の垂直転送方向と一致し、左右方向が各撮像素子３３，３８
のＣＣＤ素子又はＣＭＯＳ素子の水平転送方向に一致されている。言い換えると、通常及
び蛍光撮像ユニット３１Ａ，３１Ｂにより撮影された内視鏡画像の上下左右方向は、モニ
タ５の上下左右方向と一致されている。
【００６４】
　このモニタ５に表示される内視鏡画像の上下左右方向に対応するように、挿入部１１の
湾曲部１６の上下左右方向が決定される。つまり、湾曲部１６内に挿通する上記４つの湾
曲操作ワイヤが、上述したように、操作部１２に設けられる上記湾曲操作ノブの所定の操
作によって牽引弛緩され、湾曲部１６は、モニタ５に表示される画像の上下左右方向に対
応する上下左右の４方向へ湾曲自在となっている。
【００６５】
　すなわち、通常光での観察と蛍光の観察が切替えられても、モニタ５に表示される内視
鏡画像が常に湾曲部１６の湾曲操作方向の上下左右方向が等しくなるように各撮像ユニッ
ト３１Ａ，３１Ｂは、それぞれの撮像素子３３，３８の水平転送方向及び垂直転送方向が
それぞれ一致するように先端部１５内での設置方向が決められている。これにより、ユー
ザーは、内視鏡画像を通常光での観察画像と蛍光の観察画像に切替えた際のモニタ５に表
示される内視鏡画像の上下左右方向の違和感を受けることなく湾曲部１６の上下左右方向
の湾曲操作を行える。
【００６６】
　ここで、上記内視鏡２は、通常光観察のときに、撮影のための光量が多い方が良いこと
により、通常光撮像ユニット３１Ａを、先端部１５の先端面の略中央付近に配設して、蛍
光撮像ユニット３１Ｂへ撮像のため入射する光を導く観察レンズ３１ｂのレンズ径（外径
である直径）よりも大きいレンズ径（外径である直径）を有する観察レンズ３１ａから撮
像のための光が取り込まれるようになっている。そして、通常光撮像ユニット３１Ａは、
拡大機能である、テレ／ズーム時の収差を抑えるため、複数のレンズ群３２Ａ～３２Ｄを
設ける必要があり、その結果において、光線高が高くなることからレンズ径（外径である
直径）が大きくなっている。
【００６７】
　なお、上記通常光観察を行う撮像ユニットに拡大機能を有していない内視鏡を構成する
場合には、最もレンズ径（外径である直径）が大きい観察レンズが特殊光観察を行う撮像
ユニットに対応することもありうる。
【００６８】
　ここで、上記内視鏡システム１の作用について説明する。
【００６９】
　使用に供する場合、ユーザーは、先ず、内視鏡２のコネクタ１４を光源装置３に接続し
、さらに、このコネクタ１４にスコープケーブル４４の一端を接続し、スコープケーブル
４４の他端をプロセッサ４に接続する。また送気管路６１ａ及び送水管路６１ｂを送気送
水装置６に接続する。次に、ユーザーは、光源装置３などの電源スイッチをＯＮにして、
それぞれ動作状態に設定する。ここで、プロセッサ４と光源装置３の制御回路４７，５８
は、制御信号等を送受信できる状態になる。
【００７０】
　また、起動状態では、リレー基板４２は、通常光撮像ユニット３１Ａ側が選択されるよ
うに設定されている。すると、制御回路４７は、光源装置３の制御回路５８に制御信号を
送り、通常光観察のための照明光の供給状態に設定する。この際、制御回路４７は、ＣＣ
Ｄドライブ回路４５ａを駆動させるように制御すると共に、信号処理回路４６の動作状態
を通常光観察モードに設定する。
【００７１】
　ここで、ユーザーは、内視鏡２の挿入部１１を体腔内に挿入し、診断対象の患部等を観
察できるように設定する。この際、光源装置３は、上述のように通常光観察のための照明
光の供給状態を保持する。この状態において、回転フィルタ５３は、ＲＧＢフィルタが照
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明光路中に配置された状態でモータ５５により回転駆動される。これにより、ライトガイ
ド２１には、ＲＧＢの照明光が面順次で供給される。これに同期して、ＣＣＤドライブ回
路４５ａは、ＣＣＤドライブ信号を出力し、照明レンズ２５ａ，２５ｂを経て患者の体腔
内の患部等を照明する。
【００７２】
　照明された患部等の被写体は、通常光撮像ユニット３１Ａのレンズユニット３２を通っ
て、撮像素子３３の受光面に結像され、光電変換される。そして、この撮像素子３３は、
ドライブ信号の印加により、光電変換した信号を出力する。この信号は、信号ケーブル３
８ａ及びリレー基板４２により選択されている共通の信号ケーブル４３を介して信号処理
回路４６に入力される。
【００７３】
　この信号処理回路４６内に入力された信号は、内部でＡ／Ｄ変換がされた後、Ｒ，Ｇ，
Ｂ用メモリに一時格納される。その後、Ｒ，Ｇ，Ｂ用メモリに格納された信号は、同時に
読み出されて同時化されたＲ，Ｇ，Ｂ信号となり、さらにＤ／Ａ変換されてアナログのＲ
，Ｇ，Ｂ信号となり、モニタ５においてカラー画像として表示される。
【００７４】
　そして、ユーザーは、患部を通常光観察の他に、蛍光観察によって、より詳しく調べた
いと望む場合には、制御スイッチ４８ａをＯＮする。すると、制御回路４７をこの切換指
示信号を受けて、リレー基板４２の切り換え制御を行うと共に、制御回路５８を介して光
源装置３を蛍光観察のための励起光の供給状態に設定する。同時に、制御回路４７は、ド
ライブ回路４５ｂを動作状態に制御すると共に、信号処理回路４６を蛍光観察の処理モー
ドに設定する。
【００７５】
　この場合には、光源装置３内の制御回路５８は、ギヤ付きモータ５７により、モータ５
５と共に、回転フィルタ５３を照明光路と直交する方向に移動させて、照明光路中に励起
光フィルタが配置される設定する。
【００７６】
　この状態では、ランプ５１からの光は、励起光フィルタにより例えば４００～４５０ｎ
ｍ付近の波長帯域の光が透過してライトガイド２１に供給されるようになる。そして、こ
の励起光は、照明レンズ２５ａ，２５ｂを経て体腔内の患部等に照射される。
【００７７】
　この励起光が照射された患部等は、癌等の非正常組織であるとその励起光を吸収して、
正常な組織の場合よりも弱い蛍光を発するようになる。その蛍光を発する部位の光の強弱
は、蛍光撮像ユニット３１Ｂのレンズユニット３６を通って、撮像素子３８の受光面に結
像され、光電変換される。
【００７８】
　ここで、撮像素子３８は、ドライブ回路４５ｂからのドライブ信号の印加により、光電
変換した信号を出力する。この場合、撮像素子３８の内部で信号増幅されて撮像素子３８
から出力される。この信号は、信号ケーブル３８ｂ及びリレー基板４２により選択されて
いる共通の信号ケーブル４３を経て信号処理回路４６に入力される。
【００７９】
　この信号処理回路４６内に入力された信号は、内部でＡ／Ｄ変換された後、Ｒ，Ｇ，Ｂ
用メモリに、例えば同時に格納される。このＲ，Ｇ，Ｂ用メモリに格納された信号は、同
時に読み出されて同時化されたＲ，Ｇ，Ｂ信号となり、さらにＤ／Ａ変換されてアナログ
のＲ，Ｇ，Ｂ信号となり、モニタ５にモノクロで表示される。
【００８０】
　また、上記信号処理回路４６内に入力された信号のレベルを複数の閾値と比較し、その
比較結果に応じて、割り当てる色を変えることにより、擬似カラー化して表示するように
してもよい。
【００８１】
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　この通常及び蛍光観察状態において、観察レンズ３１ａ，３１ｂの洗浄を行う場合には
、上記操作部１２の送気送水ボタン６３を操作する。すると、送気送水装置６が駆動され
、送気送水装置６は、流体である洗浄液又は空気等の気液を、送気送水管６１を介して選
択的に送気送水ノズル６０に供給し、該送気送水ノズル６０から観察レンズ３１ａ，３１
ｂに向けて噴出させ吹き付け体液、付着物等を除去及び洗浄する。この際、上記吸引装置
７が駆動され、吸引装置７は、噴出された気液及び観察レンズ３１ａ，３１ｂの残水を、
処置具・吸引用チャンネル１９を通して開口部２６から吸引する。
【００８２】
　このように、上記内視鏡システム１は、通常光観察ができると共に、蛍光観察もできる
ので、通常光観察のみの内視鏡に比べて、より診断し易い内視鏡を実現できる。また、通
常及び蛍光撮像ユニット３１Ａ，３１Ｂを設けているので、第１の観察画像としての通常
光観察画像と、第２の観察画像としての特殊光観察画像、すなわち、蛍光観察画像とを得
ることができる。
【００８３】
　ここで、特に蛍光撮像を行う場合、通常観察の場合に比べて微弱な光を撮像する必要に
なり、そのＳ／Ｎが高いものが望まれ、通常の撮像素子を兼用したのでは、Ｓ／Ｎが低い
画像となり易いが、蛍光撮像に適した専用の撮像素子３８を採用しているので、Ｓ／Ｎの
良い蛍光画像を得ることができる。
【００８４】
　また、切換用のリレー基板４２を設けて、２つの撮像ユニット３１Ａ，３１Ｂにおける
一方の撮像ユニットのみがプロセッサ４と接続される構成とすることにより、常時２つの
各撮像ユニット３１Ａ，３１Ｂを駆動及び信号処理しなければならない場合に比較してコ
ンパクトな構成を実現することが可能となる。
【００８５】
　さらに、これによれば、清浄構成として、１つの送気送水ノズル６０により、両方の観
察レンズ３１ａ，３１ｂの外表面に流体を吹き付けて清浄な状態に設定して、良好な観察
視野を確保できるようにしているので、挿入部１１を細径化でき、挿入の際に患者に与え
る苦痛を軽減できると共に、挿入可能となった適用範囲を拡大できる。
【００８６】
　そして、この清浄構成においては、上述したように処置具・吸引用チャンネル１９を、
送気送水ノズル６０に近くに位置する観察レンズ３１ａに対する間隔をＬ1として、送気
送水ノズル６０より遠くに位置する観察レンズ３１ｂに対してＬ1より近い間隔Ｌ2に配し
ている。これにより、観察レンズ３１ｂ側の吸引力が観察レンズ３１ａ側より強いことで
、送気送水ノズル６０からの噴射力との協働作用により、観察レンズ３１ａ，３１ｂの双
方の残水を、同様に開口部２６より処置具・吸引用チャンネル１９内に確実に吸引するこ
とができて、残水の無い高精度な清浄が簡便に行うことが可能となる。
【００８７】
　上記内視鏡２は、通常光観察用の撮像ユニットのみを備えた既存の内視鏡と同様の外観
構造に構成することにより、スコープケーブル４４を介して通常光観察用の撮像ユニット
のみを備えた既存の内視鏡に対する駆動及び信号処理を行う図示しないプロセッサに接続
可能に構成することで、既存の内視鏡と同様に通常光観察用の内視鏡としても使用するこ
ともできる。つまり、上記内視鏡２は、通常光観察用の撮像ユニットのみを備えた既存の
内視鏡と同様の互換性を保って、既存のプロセッサに接続して使用することもできる。
【００８８】
　また、上記内視鏡は、先端部１５の先端カバー２４に送気送水ノズル６０からの流体の
噴出軌道上に観察レンズ３１ａ，３１ｂを順に配して、処置具・吸引用チャンネル１９を
、その開口部２６の中心Ｏ3から観察レンズ３１ａの中心Ｏ1までの間隔をＬ1とし、その
中心Ｏ3から観察レンズ３１ｂの中心Ｏ3までの間隔をＬ2とすると、Ｌ1＞Ｌ2の位置に開
口部２６を配置して構成している。
【００８９】
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　これによれば、送気送水ノズル６０から観察レンズ３１ａ，３１ｂの表面に流体である
液体が吹き付けられると、観察レンズ３１ｂが送気送水ノズル６０に対して遠い側にある
ため、観察レンズ３１ａに比して観察レンズ３１ｂに吹き付けられる噴射力が弱くなり、
該観察レンズ３１ｂに残水が生じ易いが、その際に、開口部２６から吸引を行うことで、
生じた残水が観察レンズ３１ａに比して近くに存在する開口部２６からの吸引力により、
開口部２６内に残水が吸引される。この結果、挿入部１１、特に先端部１５及び湾曲部１
６の細径化を確保したうえで、観察レンズ３１ａに比して送気送水ノズル６０から遠く離
れて配置される観察レンズ３１ｂにおいても開口部２６により効果的に吸引され、観察レ
ンズ３１ａと同様に確実な洗浄が可能となり、良好な観察視野を確保することができる。
【００９０】
　また、上記送気送水ノズル６０からの流体又は空気の噴射を観察レンズ３１ａ，３１ｂ
を中心として、照明レンズ２５ａ，２５ｂを除く領域に設定していることにより、洗浄時
における照明レンズ２５ａ，２５ｂの残水によるゆらぎ及び明るさ低下の防止が図れて、
観察に適した照明を確保することができる。
【００９１】
　なお、上記実施の形態では、特殊光観察として、蛍光観察を配するように構成した場合
について説明したが、これに限ることなく、細胞や腺構造をはじめとする組織学的観察レ
ベルの拡大倍率（望ましくは、１００倍レベル以上の拡大率）を有する拡大光学系による
拡大観察を行うように構成してもよい。
【００９２】
　また、この発明は、上記実施の形態に限ることなく、その他、例えば図６に示すように
上記先端カバー２４の開口部２６の中心Ｏ3と、その中心Ｏ1、Ｏ2までの間隔Ｌ1、Ｌ2が
Ｌ1＜Ｌ2を有して配した二つの観察レンズ３１ａ，３１ｂを、第１及び第２の送気送水ノ
ズル６０１，６０２の二つのノズルを用いて洗浄するように構成することも可能で、略同
様の効果が期待される。但し、図６においては、上記図１乃至図５と同一部部分について
同一符号を付して、その詳細な説明を省略する。
【００９３】
　即ち、図６に示す実施の形態では、第１の送気送水ノズル６０１が、観察レンズ３１ａ
に向けて配される。そして、第２の送気送水ノズル６０２は、先端カバー２４の先端表面
に他方の観察レンズ３１ｂにその噴出口６０２ａが向けられて配される。
【００９４】
　この第２の送気送水ノズル６０２は、例えば観察レンズ３１ｂまでの間隔が、上記第１
の送気送水ノズル６０１と第１の観察レンズ３１ａとの間隔より遠位に配置されるもので
る。この結果、第２の送気送水ノズル６０２は、その配置が、先端カバー２４の先端表面
の空きスペースを利用することができて、挿入部１１の細径化の要請を満足することがで
きる。これにより、観察レンズ３１ａ，３１ｂは、上記第１及び第２の送気送水ノズル６
０１，６０２により流体である液体及び気体が噴射されてそれぞれ洗浄され、その洗浄に
伴い生じた各残水が、上記実施の形態と同様に、一つの開口部２６からの吸引力により該
開口部２６に吸引され、良好な視野が確保される。
【００９５】
　この際、噴射力は、第１の送気送水ノズル６０１に比して第２の送気送水ノズル６０２
が遠位にあるため弱くなってしまうが、開口部２６が該観察レンズ３１ａよりも近位の観
察レンズ３１ｂ近傍にあるため、観察レンズ３１ａに対してよりも観察レンズ３１ｂの残
水を吸引して除去できる。
【００９６】
　なお、上記第１及び第２の送気送水ノズル６０１，６０２は、上記送気送水管路６１で
ある送気管路６１ａ及び送水管路６１ｂを介して送気送水装置６に接続され、上述したよ
うに送気送水装置６を介して液体及び気体が選択的に供給されて観察レンズ３１ａ，３１
ｂに向けて噴射する。
【００９７】
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　さらに、上記実施の形態では、通常光観察と蛍光観察の異なる観察光学系を構成した場
合について説明したが、これに限ることなく、その他、同一の観察光学系を複数配置する
ように構成することも可能である。
【００９８】
　また、上記実施の形態では、前方送水機能を備えていない内視鏡構造について説明した
が、この構造に限ることなく、前方送水機能を備える構成においても適用可能で、同様の
効果が期待される。
【００９９】
　よって、この発明は、上記実施の形態に限ることなく、その他、実施段階ではその要旨
を逸脱しない範囲で種々の変形を実施し得ることが可能である。さらに、上記実施形態に
は、種々の段階の発明が含まれており、開示される複数の構成要件における適宜な組合せ
により種々の発明が抽出され得る。
【０１００】
　例えば実施形態に示される全構成要件から幾つかの構成要件が削除されても、発明が解
決しようとする課題の欄で述べた課題が解決でき、発明の効果で述べられている効果が得
られる場合には、この構成要件が削除された構成が発明として抽出され得る。
【０１０１】
　また、この発明は、上記実施の形態によれば、その他、次のような構成を得ることもで
きる。
【０１０２】
　　（付記１）
　挿入部の先端部外表面に設けられ、流体を噴出可能なノズルと、
　前記流体の噴出軌道上に設けられ、前記ノズルに対して第１の距離、離間されて配置さ
れる第１の対物レンズと、
　前記流体の噴出軌道上に設けられ、前記ノズルに対して前記第１の距離よりも長い第２
の距離、離間されて配置される第２の対物レンズと、
　前記挿入部の先端部外表面に設けられるものであって、前記第１の対物レンズとの距離
をＬ1、前記第２の対物レンズとの距離をＬ2とした場合、距離Ｌ1＞距離Ｌ2なる位置に配
置された開口部を有する吸引管路と、
　を具備することを特徴とする内視鏡。
【０１０３】
　　(付記２)
　前記ノズルは、前記第１及び第２の対物レンズの双方に流体を噴出することを特徴とす
る付記１記載の内視鏡。
【０１０４】
　　（付記３）
　前記ノズルは、前記第１及び第２の対物レンズの双方に流体を噴出することを特徴とす
る付記１記載の内視鏡。
【０１０５】
　　（付記４）
　前記第１及び第２の対物レンズは、少なくとも一方が特殊光観察に供することを特徴と
する付記１乃至３のいずれか記載の内視鏡。
【０１０６】
　　（付記５）
　前記特殊光観察は、蛍光観察であることを特徴とする付記４記載の内視鏡。
【図面の簡単な説明】
【０１０７】
【図１】この発明の一実施の形態に係る内視鏡の適用される内視鏡システムの概略構成を
説明するために示した構成図である。
【図２】図１の内視鏡の先端部の先端前面を正面から見た状態を示した平面図である。
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【図３】図１の内視鏡の先端部の先端前面の送気送水ノズルの送気送水領域と観察レンズ
及び照明レンズとの位置関係を説明するために示した平面図である。
【図４】図２のＡ―Ａを断面して示した断面図である。
【図５】図１の内視鏡の送気送水管の分岐部分の詳細を説明するために示した断面図であ
る。
【図６】この発明の他の実施の形態に係る内視鏡の要部を取り題して示した平面図である
。
【符号の説明】
【０１０８】
　１…内視鏡システム、２…内視鏡、３…光源装置、４…プロセッサ、５…モニタ、６…
送気送水装置、７…吸引装置、１０…外皮、１０ａ…接着部、１１…挿入部、１２…操作
部、１３…ユニバーサルケーブル、１４…コネクタ、１５…先端部、１５ａ…円柱部材、
１５ｂ…補強環、１６…湾曲部、１７…可撓管部、１８ａ…固定部、１８…固定環、１９
…処置具・吸引用チャンネル、１９１…処置具挿入口、２１…ライトガイド、２１ａ…円
筒部材、２２…基端部、２３ａ…保持枠、２３…照明レンズユニット、２４…先端カバー
、２５ａ，２５ｂ…照明レンズ、２６…開口部、２８…チューブ、２９…外皮、３０…湾
曲ブレード、３１ａ，３１ｂ…観察レンズ、３１Ａ…通常光観察用撮像ユニット、３１Ｂ
…蛍光観察用撮像ユニット、３２Ｂ…対物レンズ、３２…レンズユニット、３２ａ～３２
ｄ…レンズ枠、３２Ａ～３２Ｄ…レンズ群、３３ａ…カバーレンズ、３３，３８…撮像素
子、３４…回路基板、３５ｂ…絶縁チューブ、３５ａ…補強用円環部、４０…カバーレン
ズ、３６…レンズユニット、３６ａ，３６ｂ…レンズ枠、３６Ａ，３６Ｂ…レンズ群、３
６…レンズユニット、３８ａ…カバーレンズ、３８ａ，３８ｂ…信号ケーブル、３８ｃ…
信号線、３８…撮像素子、３９…回路基板、４２…リレー基板、４３…信号ケーブル、４
４…スコープケーブル、４５ａ，４５ｂ…ドライブ回路、４６…信号処理回路、４７，５
８…制御回路、４８ａ，４８ｂ…制御スイッチ、４９ａ…信号線、４９ｃ…切換信号線、
４９ｄ…制御信号線、５０…分岐管、５１…ランプ、５２…コリメータレンズ、５３…回
転フィルタ、５４…集光レンズ、５５，５７…モータ、５６…ラック、５８…制御回路、
６０ａ…噴出口、６０…送気送水ノズル、６１ａ…送気管路、６１…送気送水管路、６１
ｂ…送水管路、６２…管部材、６３…送気送水ボタン、Ａ…送気送水領域、６０１…第１
の送気送水ノズル，６０１ａ…噴出口、６０２…第２の送気送水ノズル、６０２ａ…噴出
口。
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